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■ 特別インタビュ…

中 日両 国 は新 型 コロナウイル スの共 同研 究 を

落 谷 孝 広  東京医科大学教授

は どなタビ曇―

安川電機は中国と共にエコ文明を建設

小 笠 原 浩   株式会社安川電機代表取締役社長

同胞への新型コロナ対応で業務も進化

信;子L朝    中国駐日大使館参事官兼総領事らに聞く

コ ロナ 下 で 華 僑 同 胞 が 銘 記 す べ き五 つ の 発 展 機 会

律 桂 軍   中国駐福岡総領事

日本は中国への農産物の輸出を積極的に推進すべき

齋藤 1建   元農林水産大臣、自民党衆議院議員

世界は「経済学は道徳学」を学ぶべき

上 杉 孝 志  株式会社アイコーチ代表取締役

■ 寄稿

雪士口
「

,‐    株式会社ブロードバンドタワー代表取締役会長兼社長CEO
胴剛黒

'キ

    ー般財団法人インターネット協会理事長

～「日本のデジタル社会へ向けての課題と展望」その1～

中 lll…|…息F  名古屋市立大学22世紀研究所・特任教授

「世界平和の基盤としての経済」(1)

藤島 博文  日本画生
「日中文化同盟論」を考える(1)

翁 進貌菫    ベリーベスト法律事務所・パートナー (中国弁護士)

日本の暗号資産に関する法制度ガイド (その35)

洪 欣   アジアの眼○
「バパのタイムマシン」

一
コンセプチュアル写真家、舞台監督 馬良(マーリャン)

■ 特別寄稿

「青春の中華」の使命を担い、人類運命共同体の理念を実践

王鉦涵 (武漢理工大学マルクス主義学院博士)

朱 吉吉 (武漢理工大学マルクス主義学院院長)

ヽ

`曰

質の高い発展は経済の側面に限られ

た要求ではなく、経済。社会発展の各方

面に要求される。経済的に発展した地

域に対してのみの要求ではなく、すべて

の地域の発展において貫徹しなければ

ならない要求である。短期的要求では

なく、長期的に堅持されるべき要求であ

る。

第 13期 全人代第 4回会議・ 青海省代表団に向けて

『人民日報海外版』(2021年 3月 8日 第 1面 )よ り

高疲量友展不只是―↑経済要

求,而是対経済社会友展方方面面的

忠要求;不是只対経済友込地区的要

求,而是所有地区友展都必須貫物的

要求 ;不是一吋一事的要求 ,而是必

須長期堅持的要求。

_|‐                                  |_

|||     コ近平在参加青海代表囲申波吋張肛 ■

●1《 人民日報海外版》(2021年 03月 08日 第01版 ):|

1‐                             |‐
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苺■ トビックス

:ビジネスを基軸に日中経済交流の架け橋に

■ 書評

ノヽ 牧

'告

行   Record China相談役。主筆

中島恵著『中国人のお金の使い道―彼らはどれほどお金持ちになつたのか』

隕 中国経済の焦点

中国の富裕層は何を消費しているか

原子炉「華竜1号」の世界初号機が商用化を開始

中国の「GDPl兆元都市」が23カ所に

働く人の4割が「ボーナスは投資に回す」

隧 疇国市場の現場

中国のグームが海外市場で成功
外資が海南自由貿易港への投資を強化するのはなぜか

第14次五カ年計画期間に自由貿易試験区はさらに拡大か

中日貿易の新たな注目点は何か

中国経済の回復が日本経済の追い風に

新 しい職業 に飛び込む勇気 ある若者 たち

河北省雄安新区が青年にとつてより魅力ある場所に

〈読者の声〉中国アニメ「ナタ転生」映画評

いかにして格差なきネット時代を迎えるか

中国のネット小売は8年連続で世界一

勢いよく発展する中国の氷雪経済

大星探査機「天間1号」が1枚目の大星の写真を撮影

渤海で新たに1億トン級の大型油ガスを発見

北京冬季五輪「分刻み、百メートル刻み」の気象予報を実現へ

圏 中国大使鋼塁鳳―ス

長崎。長野・和歌山県知事が孔鉱佑大使に新春のあいさつ
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落谷 孝広

中■両国は
新型コロナウイルスの共同研究を

東京医科大学教授

私はこれまでに、日本でノーベル賞受賞者6名とノーベル賞候補に名が挙がる1名の

科学者を取材してきたが、先ごろ、ノーベル賞の有力候補者である東京医科大学の

落谷孝広教授を取材した。落谷教授は、がんの早期発見や肝臓の再生医療などで世

界的に名高く、新型コロナウイルス感染症の治療と予防に独自のスキルを持っている。

(聞き手は本誌編集長 蒋豊)

ノーベル賞有力候補者の

研究成果

―
 お忙しい中、取材に応じて

いただきありがとうございます。先生は

これまで国立がんセンター研究所等で、

がんの早期発見や肝1:支の再生医療など、

多くの研究成果を収めておられる世界

的にも著名な研究者です。先生の研究

の中で世界初の成果について教えてく

ださい。

落谷' 
こちらこそ、このような機会

をいただき嬉しく思います。私はこれ

まで国立がん研究センターで、がんの

診断・治療の研究をしてきました。世

界初ということで申し上げますと、まず

一つ目は乳がんで、抗がん剤などに対

する治療抵抗性を制御する悪い働きを

するRPN2(リ ボフォリンⅡ)と いうが

んの遺伝子を発見しました。そしてこ

の遺伝子の働きを抑える目的で、乳が

んに対する核酸医薬の世界で初めての

臨床治験を開始しました。この発見は

2006年頃で、特許を出願し、2014年

から人に対しての治療研究に入ってい

ます。

二つ日は13種類のがん (大腸がん、

胃がん、肺がん、乳がん、前立腺がん、

食道がん、肝臓がん、胆道がん、す

いII故 がん、卵巣がん、膀 ||・

[`が ん、肉

腫、神経膠腫)を 早期に発 見する方

法の開発です。しかもわずか血液一

滴から発見するという簡単な方法です。

血液中のがん細胞が放出する「マイク

ロRNA」 と呼ばれる物質 (核 酸)を

正確に測定することによって、体の中

にどんな種類のがん細胞が潜んでいる

かを早期に突き止めることが可能にな

るという画期的なプロジェクトです。今、

その実用化を進めている段階です。こ

れも世界で初めての成果だと思います。

三つ 目は、肝臓です。私のライフ

ワークであり、メインの研究テーマは、

肝臓がんや肝炎といった肝臓疾患を治

療することです。

肝臓は人間の体の中で唯一再生す

る臓器です。われわれは2017年 に初

めて肝臓を再生する新しいシステムを

見つけましたc現在、これを多くの肝

疾患の方の治療可能な安全性の高い

細胞をつくり出すことに成功しました。

これも世界初のチャレンジでした。現在、

国内で最初の臨床研究を始める準備中

です。

また、私は2017年 にノーベル財団

に招待され、招待演者の一人として講

演を行いましたc内容は、がん細胞が

6  人民日報海外版日本月刊 2021325
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放出するエクソソーム (Exosome;細

胞外小胞)を使った、がん細胞の転

移の新しいメカニズムの解明について

です。ノーベル財団から、エクソソー

ム研究はがんの領域でも非常に有望な

研究分野である、と評価を受けました。

将来的に、エクソソーム研究者の誰

かがノーベル賞を取るための一つのス

テップだと思っています。なぜ、がん

が脳に転移するのか、肺に転移するの

か、または卵巣がんが腹膜に播種す

るのか、こうした転移のメカニズムを、

私のチームが世界に先駆けて明らかに

したことが大きな成果の一つです。

画期的な新型コロナ

ウイルスワクチン

ー
 未だコロナ禍収束の目途は

立たず、国民生活に多大な影響を及ぼ

しています。そうした中、ワクチンに期

待が高まっていますが、ワクチンの有

効性、変異株の問題などをどう見てお

られますか。

落谷' これは世界中が直面してい

る重大な問題です。現在、多くの製薬

企業がメッセンジャーRNA(mRNA)

というものをデザインして、これを使っ

た新しいワクチンを世界に初めて登場

させて、一部で投与されている段階です。

これまでの人類の歴史において、ウ

イルス感染症に対して、mRNAを使っ

てワクチンを作るという戦略は初めて

の試みです。しかし、これは長い基礎

研究の歴史の上に成り立っているもの

です。決して突然に出来たものではあ

りません。

一般の方は、DNAは知っていても

RNAは あまりご存知ないと思います。

基礎研究においては、このRNAを使

っていろいろな病気を治療しようとい

う試みがたくさんなされてきました。こ

うした治療効果を持つ核酸を体の中に

投与するためには、投与した後、核酸

が壊れないように「デリバリー」という

システムが必要です。

今回、使われているものも「リポソ

ーム」 (脂質二重層を持つ球形の小胞

で、栄養素や医薬品を投与するための

輸送手段として利用)と呼ばれる脂質

のようなものをmRNAと一緒に打つこ

とによってワクチンの効果を発揮する

画期的な新しいタイプのワクチンです。

それは長い核酸医薬の研究に支えら

れて登場したものですが、人類初です

から、効果があるかどうかはこれから

検証されるでしょうが、今までの生ワク

チンに比べて、mRNAな らばすぐにそ

の変異型に対するデザインを作製する

ことができるといったメリットもあります。

mRNAワ クチンは非常に臨機応変で、

いかなる変異株の出現においても対応

できるタイプのワクチンですから、従

来型の生ワクチンに比べて非常に能力

が高いワクチンであると言えますので、

大変期待しています。

こんなに短期間でワクチンが出来た

ことは大変な驚きです。しかし、ウイ

ルスのことを知り、その配列が分かれ

ばRNAをデザインすることができます。

今回のコロナウイルスはRNAウイルス

です。それと同じRNAを一部だけ作り、

人の体に投与することによって、免疫

細胞を刺激し、抗体を造り出すのがワ

クチンです。ですから最新の科学の英

知を集めてデザインされたワクチンで

あると言えます。

中日の研究は世界をリード

ー
 新型コロナウイルスが原因

で死亡する患者の多くが肺炎からの重

症化によるものと言われています。先

生の研究領域において、今回のコロナ

に対応できる部分はありますか。

落 谷  ございます。二つのポイン

トがあります。一つ目は診断です。コ

ロナの患者さんがたくさん増えてくると、

がんの患者さん、糖尿病の患者さんな

ど一般の患者さんの治療が遅れてしま

います。病床がコロナ患者で埋まって

しまい、通常の医療が出来なくなって

しまうからです。

重症化する人は、当初30%と 言わ

Ｌ
■
■
■
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れましたが、幸いにも現段階では大体

10%に下がってきています。ですから、

医療崩壊を防ぐには、コロナが陽性と

分かった時点で、どの人が重症化して、

どの人が重症化しないかの選別が大

事になります。

軽症で済む人は入院してベッドを占

拠せず、自宅やホテル等に移っていた

だくなど、入院の優先順位を決めるこ

とが必要です。重症化するリスクの高

い人だけを入院させて徹底的に管理し

て重症化を防ぐ。そのためには、コロ

ナが陽性と分かった時点で、誰がハイ

リスクか、誰が軽症で済むかを見極め

るマーカー (目 印)が必要です。われ

われはそれを血液中のエクソソームで

見つけました。現在これを実用化する

段階にきています。

これが世に出れば、病院において、

「あなたはコロナ陽性ですが、重症化

しないタイプの方ですから、このまま

自宅で療養を続けましよう」と言うこと

ができ、医療崩壊を防ぐことができます。

こうしたマーカーもわれわれのエクソソ

ームの研究から生まれてきたと言えます。

二つ目は治療です。最初に申し上げ

ましたが、がん細胞は悪いエクソソー

ムを使って、骨や肺や脳に転移を果た

します。ところが皆さんの体の中には

良いエクソソームもあります。われわ

れの体内の正常な細胞のエクソソーム

や善玉のエクソソームは多くの病気を

治してくれます。

たとえば、糖尿病、肝硬

変、腎臓の炎症などを治し

てくれる良い働きをするエク

ソソームがあることもわかっ

てきました。

われわれは新型コロナの

肺炎患者について、エクソ

ソームを気道から吸引することで肺の

重症疾患を治療することができるとい

う臨床研究を、すでにスタートさせる

段階に来ています。

実は昨年、コロナが蔓延してすぐに、

中国の研究者が世界で初めて、間葉

系幹細胞が分泌するエクソソームを、

重症化した患者に使用するという臨床

研究を発表しました。今その研究がど

こまで進んでいるのか期待されていま

すが、われわれも中国の研究者同様に、

こうしたエクソソーム治療の臨床試験

を世界に先駆けて行う準備中です。

は多くの人々を死に至らしめて世界中

を震撼させましたが、今度は若者をタ

ーゲットにして、あまり症状を出さずに

静かに潜伏しながらウイルスとしての

生命を保って広がっています。こうした

新たな変容を起こすことによって感染

の拡大を成し遂げてきました。

では次の変容で起こることは何かと

いえば、今度はウイルスは潜伏して静

かに増えるのではなく、爆発的に重症

化して増えていく。これがウイルスの

次のステージと考えられます。ですから、

今日本国内でじわじわと広がっている

変異型が、現在のタイプに取って代わ

れば恐ろしいことになります。

次に来る「第4波」はこれまでの第

1波、第2波、第3波 とは全く違うタイ

プの変異型のウイルスが増えて、コロ

ナ患者は重症化するだろうと多くの研

究者が予測していますcわれわれは強

い危機感を持つ必要があると思います。

強い危機意識を持つべき

―
 最前 の研究者として、収

束の時期をどのように予測していますか。

落谷 これは非常に難しい問題です。

7回の新型コロナウイルスは今までの

感染様式と非常に異なっており、どう

やら感染するターゲットの細胞が血管

内皮細胞にあります。重症化するのは

肺の炎症の方が多いですが、実際に

は血液がかたまってしまう血栓によって、

全身の血管に炎症を起こしている方が、

より重症化し死亡率が高くなっています。

ですから、今われわれは人類史上

類を見ないウイルスに襲われている状

況なのです。しかも、これだけ感染者

が多いために変異をする頻度も高い、

また変異をするスピードも速いのです。

このウイルスは非常に巧妙で、最初

中日両国は協力して

研究を進めるべき

―
 世界で最初に感染拡大が始

まった中国では、世界に先駆けて新

型コロナの封じ込めに成功しています。

中国の医療分野と協力できる部分はあ

りますか。

落 谷 十分あると思いま丸 中国

の無錫にある病院は、肺疾患の世界ト

ップレベルの研究所です。われわれは

そちらの先生方と情報交換をしています。

中国の科学はものすごいスピードで

進んでいます。日本も中国のトップレ

ベルの研究者と一緒に、新しい感染症

も含めて、がんやその他の多くの疾患

に対して、しっかりと協力して研究を進

める段階に来ていると思います。それ

は人類益でもあります。
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